
新型インフルエンザ等及び鳥インフルエンザ等に関する 

関係省庁対策会議（第 51 回）の議事概要 

 

１ 日時：平成２６年２月１８日（火）１０：００～１０：３５ 

 

２ 場所：内閣府本府仮設庁舎２階 講堂 

 

３ 出席者（※代理出席含む） 

【議長】内閣危機管理監 

【副議長】内閣官房副長官補（内政担当） 

【構成員】内閣審議官（新型インフルエンザ等対策室長）、内閣審議官（内閣

広報室）、内閣審議官（内閣情報調査室）、内閣審議官（危機管理

審議官）、内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）、

内閣府食品安全委員会事務局長、警察庁生活安全局長、警察庁警

備局長、金融庁総務企画局総括審議官、消費者庁次長、復興庁統

括官、総務省大臣官房長、消防庁次長、法務省入国管理局長、外

務省領事局長、財務省大臣官房総括審議官、文部科学省大臣官房

総括審議官、文部科学省スポーツ・青少年局長、厚生労働省大臣

官房技術総括審議官、厚生労働省健康局長、厚生労働省医薬食品

局長、厚生労働省医薬食品局食品安全部長、農林水産省大臣官房

総括審議官、農林水産省消費・安全局長、経済産業省大臣官房技

術総括審議官、資源エネルギー庁長官、中小企業庁長官、国土交

通省大臣官房危機管理・運輸安全政策審議官、国土交通省航空局

長、海上保安庁次長、環境省自然環境局長、原子力規制庁次長、

防衛省大臣官房衛生監 

 

 

４ 配布資料 

資料１ 鳥インフルエンザＡ（Ｈ７Ｎ９）への対応について 

資料２ 鳥インフルエンザＡ（Ｈ７Ｎ９）のヒトへの感染の対応について【厚

生労働省提出資料】 

 

参考資料１ 鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）発生国及び人での確定症例【厚

生労働省提出資料】 

参考資料２ 中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）の対応について【厚生労働省提

出資料】 

参考資料３ 韓国におけるＨ５Ｎ８亜型高病原性鳥インフルエンザの発生



について【農林水産省提出資料】 

参考資料４ 韓国の高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ８亜型）への対応に

ついて【環境省提出資料】 

参考資料５ 新型インフルエンザ等及び鳥インフルエンザ等に関する関係

省庁対策会議の設置について 

 

５ 議事次第 

１．開会 

２．議事 

（１）鳥インフルエンザＡ（Ｈ７Ｎ９）の発生状況等について 

（２）その他 

３．閉会 

 

６ 議事概要 

（１）内閣危機管理監から冒頭挨拶 

   本年に入ってから患者の報告が急増している、中国における鳥インフ

ルエンザＡ（Ｈ７Ｎ９）の発生状況等について、関係省庁間で情報共有し、

連携を確認するために集まっていただいた。この鳥インフルエンザＡ（Ｈ

７Ｎ９）については、現時点では、人から人への持続的な感染は確認され

ておらず、また、昨年春流行したウイルスと基本的には変化なく、人か

ら人への感染が起こりやすくなるような遺伝子変異も確認されていない

ため、新型インフルエンザと認定されるような状況ではない。しかし、

隣国である中国で多くの患者が報告されており、今後、帰国した方が発

症するなど、国内で患者が確認される可能性は否定できない。 

その場合であっても、過度に反応する必要はないが、冷静かつ迅速に

対応する必要があると考えている。各省庁においても、適切な対応をお

願いしたい。 

また、Ｈ７Ｎ９以外にも、海外では、Ｈ５Ｎ１やＭＥＲＳ感染症など

の感染・死亡例が報告されており、引き続き、これらの動向についても、

注視していく必要がある。 

現時点では、新型インフルエンザの発生リスクが高まっているという

わけではないが、新型インフルエンザ等対策は、事態の推移によっては

国家の危機管理上重大な課題となる可能性がある。仮に新型インフルエ

ンザが発生した場合の対応についても、先般実施した閣僚参加の訓練等

を通じて、より着実かつ迅速に準備を行っていく必要があるので、関係

省庁におかれても、引き続き、協力をよろしくお願いしたい。 

 

（２）議事（１） 

資料１に基づき、中国で発生が急増している鳥インフルエンザＡ（Ｈ７

Ｎ９）への対応について、内閣官房新型インフルエンザ等対策室参事官か



ら１週間に１度、関係省庁の取組状況をとりまとめ、政府全体として情

報共有するとともに、ホームページに掲載することを説明した。 

資料２に基づき、鳥インフルエンザＡ（Ｈ７Ｎ９）の人への感染の対応

及び当該鳥インフルエンザウイルスによる感染事例に関するリスクアセ

スメントについて、厚生労働省健康局長から説明した。 

さらに、外務省領事局長代理から外務本省や在外公館における在留邦

人や渡航者への情報提供や注意喚起等について説明した。 

また、内閣府食品安全委員会事務局長から、ＥＣＤＣ（欧州疾病予防管

理センター）では、鳥インフルエンザＡ（Ｈ７Ｎ９）は、中国の家きんの

間で感染が広がっていると考えられると公表している旨の報告があった。 

 

（３）議事（２） 

 参考資料１に基づき、世界各地で報告されている鳥インフルエンザウ

イルスの人への感染状況について、厚生労働省健康局長から説明した。 

 参考資料３に基づき、韓国におけるＨ５Ｎ８亜型高病原性鳥インフル

エンザの発生状況及び農林水産省における対応について、同省消費・安全

局長から説明した。 

 参考資料４に基づき、韓国の高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ８亜型）

への環境省の対応について、同省自然環境局長から説明した。また同局

長からは、鳥インフルエンザウイルスは、野鳥観察などの通常の接し方で

は感染しないと考えられ、野鳥に餌をやりその糞を踏むことにより汚染を

広げたりしなければ、鳥インフルエンザを過度に心配する必要はない旨の

発言があった。 

 

（４）内閣官房副長官補から締めくくりの発言 

   情報共有を目的として、このように集まっていただいたが、新型イン

フルエンザ等対策は国家の危機管理上重大な課題である。今後も、適宜、

新型インフルエンザ等対策室を通じて、発生状況等を情報提供させてい

ただきたい。 

また、新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、都道府県行動

計画の大半が完成しているところであり、市町村でも行動計画の作成に

取りかかっているところである。指定公共機関についても、今年度末ま

でに業務計画の作成をお願いしているが、指定公共機関の所管省庁にお

かれては、引き続き、作成に向けた支援をお願いしたい。 

先般、閣僚も参加いただいた新型インフルエンザ等対策訓練を実施し

たが、このような訓練を来年度以降も継続的に実施することで、対策の

充実を図っていく必要があり、引き続き、対応をよろしくお願いした

い。 

 

 



（５）内閣危機管理監から締めくくりの発言 

中国では、人の間で持続的に感染が確認されているわけではなく、現段

階で鳥インフルエンザＡ（Ｈ７Ｎ９）の患者が国内で確認されたとしても、

一つ一つ確実に対応していくことで足りる。一方、仮に、新型インフルエ

ンザとなった場合は、実態をよく把握したうえで、厚生労働省や専門家の

知見を踏まえ、行動計画等の基本は基本としつつも、さらに状況に応じて、

柔軟に対応していくことが重要である。 

 

 

（以上） 


